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LiteBIRDは宇宙マイクロ波背景放射の詳細偏光観測衛星の将来計画である。LiteBIRDの科学目的はインフ
レーションのシグナルをテンソル・スカラー比、r、と表した場合、δr < 0.001の感度で測定し、結果として代表
的な single-field slow-rollモデルを実験的に検証する。LiteBIRDは 60-270GHzの観測帯域を１°程度の角度分解
能で全天マップを 2µKarcminの感度で観測する。ベースラインデザインとしての LiteBIRD観測機器は極低温
反射光学系による焦点面に 100 mKに冷却した 2000個の超伝導検出器（Transition edge sensor bolometer, TES

bolometer, or Microwave kinetic inductance detector, MKID）を採用する。LiteBIRDは宇宙・天文分野から推
薦されて日本学術会議のマスタープランに提案した。現在、LiteBIRDはその実現性検討のために、科学観測機
器及び衛星システムの検討を行っており、JAXAの衛星プロジェクトとして認証されるため、mission definition

reviewに向けて準備中である。本講演では LiteBIRDの概要と観測機器、運用、軌道選定を含む実現性検討の進
捗報告する。


